研究拠点形成費補助金による若手研究者（短期海外研修等）支援研究費の取り扱いに係る申し合わせ

（申し合わせの目的）

第一条　本申し合わせは、グローバルＣＯＥ「死生学の展開と組織化」（以下、「本ＣＯＥ」という）に対して交付された研究拠点形成費補助金による若手研究者（短期海外研修等）支援研究費（以下、「支援研究費」という）」の取り扱いについて、その概要を定めるものとし、詳細については別に定めるものとする。

（支援研究費支給の趣旨）

第二条　支援研究費は、本ＣＯＥに関係する、若手研究者の短期海外研修等の自発的研究活動を支援するものとする。

（公募方法）

第三条　支援研究費の支給については、人文社会系研究科（以下、「本研究科」という）の研究科内公募によって希望者を公募するものとする。但し、本ＣＯＥの研究拠点リーダー、研究推進担当者が、他研究科に関係する若手研究者を推薦することを妨げない。

（応募資格）

第四条　支援研究費を受けることのできる者は、大学院博士課程の学生又は単位取得退学者又は博士課程修了者とし、本ＣＯＥ補助金による研究を遂行する上で必要かつ優秀な者であると認められ、本ＣＯＥの運営について関与しうる者とする。

（人数）

第五条　支援研究費を受けることのできる者は、各年度、若干名とする。

（応募方法）

第六条　支援研究費の支給を希望する者は、研究活動計画書を本ＣＯＥ事務局に対して提出するものとする。様式については別に定めるものとする。

（選考手続）

第七条　支援研究費を受けることのできる者の選考については、本研究科内に選考委員会をもうける。

２　選考委員会は、副研究科長、研究拠点リーダー、本ＣＯＥ部会責任者からなるものとする。

３　選考委員会は、提出された研究活動計画書に基づき、支援研究費を受けることのできる者を選考するものとする。

（支援研究費の額）

第八条　支援研究費の額は、一会計年度につき七〇万円を上限とする。

（支援研究費の使用範囲）

第九条　支援研究費の使用範囲は、「研究拠点形成費補助金取扱要領」（以下、「要領」という）に定める範囲とする。但し、謝金を除く「人件費」及び「その他」に該当する経費の使用はできない。

（支援研究費の管理）

第一〇条　支援研究費は本研究科事務室において管理するものとする。

（研究期間）

第一一条　研究期間は一年間とし、会計年度を超えることはできないものとする。

２　支援研究費を受けた者が、次年度においても研究を実施する場合にあっても、改めて交付を申請しなければならない。

（報告）

第一二条　支援研究費を受けた者は、前条第一項の期間終了後、研究拠点リーダーが指定する日までに研究活動結果報告書を提出するものとする。様式については別に定めるものとする。

（研究計画の変更・中止）

第一三条　支援研究費を受けた者が研究計画を変更する場合は、軽微な変更の場合を除いて、改めて第六条及び第七条に定める手続によらなければならない。

２　やむを得ない事情により研究計画を中止する場合は、その事由の発生した時点までの研究活動報告書に理由を付して、研究拠点リーダーに申し出なければならない。

３　研究拠点リーダーは前項に定めた申し出を受けて、研究計画の中止を認めることができる。

（書類の保存）

第一四条　支援研究費の支給に係って提出された書類は、本ＣＯＥ事務局において、五年間保存するものとする。

附則

この申し合わせは、平成一九年九月二六日から実施する。
